


以前購入していた携帯用のバッテリーが
今の携帯電話に対応していなかった。

40年住んでいるが、今回の水害で
こんなに大きな被害になるとは
思いもしなかった。
防災無線はまった＜聞こえなかった。

避難所に同じ支援物資が
たくさん届き、
食べ物を腐らすことも
ありました。

トイレが水洗のため
断水で使用できなくなり、
屋外に穴を掘って
排便をした。

自衛隊の方々による
食事の準備は
非常に早かったですが、
それをもらうのに
1~2時間立って
並ぶんです。

一旦避難したのに、
忘れ物を取りに帰って
津波に飲まれた方が
いました。
警報が解除されるまで、
絶対に戻っては
いけません。

水が責重だったので、
トイレにいくのをかなり我慢した。
体は濡れタオルで拭き、
歯も歯磨き粉を使わずに磨いた。

災害対策に十分や万全はないと思います。
いつ、何どき、何が起こっても大丈夫だという
覚悟を持って生活することが大切だと感じました。
他の人や物に頼ることも時には必要ですが、
まず自分自身がそういう覚悟をしているかで、
有事の行動を左右すると思います。

電気がないと生活の基本が
全くできないと痛感しました。
電気が復旧したときが
一番うれしかったです。

準備していた非常持出袋を
押し入れの奥にしまっていたため、
地震発生時に取り出す余裕が
ありませんでした。

ガソリンを
手に入れるのに苦労した。
普段から早めに給油したり、
ガソリンスタンドの場所を
確認しておくことが
大切と感じた。

髪が洗えないことが
予想以上に苦痛だった。
寒い時期だったので
お風呂で暖まれないことも
辛かった。

水道が止まりましたが、
お風呂に水が残っていたので
しばらく助かりました。

空き巣の被害にあいました。
治安が極度に悪化するので、
戸締まりの確認や定期的な見回りを
するべきでした。

避難所で子供が泣くので、
他の方に申し訳なく、車の中で過ごしました。

水汲みに初日１時間、２日目３時間待ち。
寒くて死にそうでした。
しかもポリタンクを持っていなかったので、
ペットボトル２～３本しか確保できなかった。

準備していた食料を
子供がまったく食べてくれず
困りました。

震災前は挨拶程度だった近所の方々と、
震災直後からは助け合い、
辛い状況を乗りこえることができました。
地域のつながりの大切さを感じました。

学校と連絡がつかず、
子供が学校にいるのか、下校途中なのか、
様子が分からなくなってしまいました。

携帯電話の電池が切れ、
バッテリーも持っていなかったので、
連絡のためのアドレスが見れず、
連絡を取れなかった。

夜に帰宅した時、
停電になっていて真っ暗でした。
カギに付けていたミニ懐中電灯の
キーホルダーが役に立ちました。

子供のオムツがなくて不安だった。
近くのスーパーに５時間並んで
やっと手に入れました。

避難して車中泊していました。
ラジオやワンセグはついたけれど、
被害の全容がわかりませんでした。
ライオンが逃げたとか、
ショッピングモールが燃えているとか、
デマも流れていました。

車いすのため、
移動する際に道が寸断されていて、
通れる道を探すのが大変だった。
避難所も車いすを使用している
人間には非常に不便だった。

飲み物が家の冷蔵庫にあった
ボトル２～３本だけで、
それを2日間に分けて飲んだ。
自衛隊の給水が始まったのは
３日目からだった。

岡山は災害の少ない県だと思い、
他県で被害があるのを他人事のように見ていましたが、
自分が被災し、初めてその大変さを知りました。

避難指示が出た時は、
まだ水害が発生するとは思ってなかった。
河川の土手が決壊したという
ことがわかっていたら、
早く避難していたと思う。

避難所の小学校で
校長先生が卒業生を
応援に呼んだり、
トイレの使い方を
決めたりしていました。
避難所でのリーダーの
大切さを感じました。
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岡山県の災害リスクといざという時の行動

岡山県でも大地震が起きる可能性があります。
想定される被害や対応の仕方などについて紹介します。

地震発生時の行動・・・・・・・・・P7

1．地震・・・・・・・・・P5

集中豪雨や台風の接近などで過去に何度も被害が出ている災害です。
地域によって異なる災害リスクやとるべき避難行動などについて紹介します。

台風情報が発表されてから避難までの流れ・・・・・・・・・P11

2．風水害・土砂災害・・・・・・・・・P9

最近、大規模テロやミサイル攻撃などのリスクが高まっています。
いざという時の行動などについて紹介します。

避難先の検討、命を守るための行動
避難時の服装、避難所での生活・・・・・・・・・P15

災害への備え
1．非常持出品を揃えよう・・・P17
2．非常備蓄品を揃えよう・・・P19
3．家具・家電の転倒・移動防止をしよう・・・P25
4．家の中の安全を確保しよう・・・P29
5．家族で話し合おう・・・P30

災害から身を守るために知っておくべきこと
1．災害に備え知っておくべきこと（風水害・土砂災害）・・・P35
2．防災情報を入手しよう・・・P37
3．住宅の耐震化のすすめ・・・P39
4．地震保険のすすめ・・・P40

岡山県の災害リスクを知る
＜揺れなど＞
南海トラフ地震・・・P31
断層型地震・・・P32
＜南海トラフ地震での津波・液状化＞
岡山県を襲う津波・・・P33
液状化・・・P34

自主防災活動
1．自主防災活動の紹介、立ち上げ・・・P41
2．平常時の活動・・・P43
3．災害時の活動・・・P45

知っててよかった
代用品活用術・・・P47

3．テロ・武力攻撃など・・・・・・・・・P13
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●もし大地震が起きたら、
　日常生活にも
　大きな影響が予想されます。
　…最悪の場合

【水道】
一週間以上使え
なくなります。

【下水道（トイレ）】
一週間以上使え
なくなります。

【都市ガス】
一週間以上使え
なくなります。

【住まい】
一ヶ月以上使え
なくなります。

【電気】
数日間使えなく
なります。

【スマートフォン、電話】
数日間使えなくなり
ます。

「知らなかった」
ではすみません。
今から震災に
備えましょう。

駿河湾から日向灘沖までのプレート同士が
接する海底の溝状の地形を形成する区域を
「南海トラフ」といいます。
この南海トラフ沿いのプレート境界域を震
源とする大規模な地震が「南海トラフ地震」
です。
南海トラフ地震の発生には周期性があり、
昭和東南海地震及び昭和南海地震が起きて
から70年以上が経過していることから、
南海トラフにおける次の大規模地震の発生
時期が迫っていると言われています。

●南海トラフ地震とは
●南海トラフ地震で想定される県内の被害
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●テレビやラジオなどで放送されるほか、
　携帯端末などへ発信されます。

緊急地震速報
発表

●クッションやバッグ等、身近にあるもの
　で頭を守る。
●机の下などにもぐり、机の足を持つ。
●あわてて外に飛び出さない。

頭を守り、
安全確保

●揺れが収まったら、ドアや窓を開けて、逃
　げ道を確保する。
●ガラスの破片等が落ちているので、靴や
　スリッパを履いて移動する。

逃げ道を
確保する

●火を使用中なら、火を消しガスの元栓を
　閉める。（無理して火を消そうとしない。
　揺れが収まってから火を消す。）
●出火していたら、初期消火を行う。

火を止める

●非常持出品を持って指定の避難場所へ移動する。
●外へ出る際には落下物に注意する。
●車は使用しない。
●落ち着いて、忘れ物がないように注意する。
●戸締まりをしっかり行う。

避難する

●漏電などによる火災を防ぎます。

電気の
ブレーカーを切る

身近なもので
頭を守り、
揺れが収まるのを
待ちましょう。

オフィスなどの場合
●コピー機、パソコンなどＯＡ
機器や什器などが移動して
きたり、倒れたりして危険で
す。机の下に潜り、頭を守り
ましょう。

●地震が収まっ
たら、決められ
た避難マニュ
アルに従い行
動しましょう。

エレベーターの場合
●全ての階のボタンを押し
て、最初に止まった階で降
りましょう。

●閉じ込められたら非常用の
インターフォンで連絡しま
しょう。

市街地の場合
●窓ガラスや看板などの
落下物に気をつけま
しょう。

●カバンなどで頭を守
りながら、安全な場所
に移動しましょう。

運転中の場合
●ハザードランプを灯し
て、ゆっくりと左側に
停車しましょう。
●車から離れるときに
は、ドアをロックせず
にカギを付けたまま
にしましょう。
●車検証を持って避難し
ましょう。

避難する際の注意点
●事前にハザードマップにより自宅や職
場周辺の災害リスクを把握し、避難先
への避難経路を確認する。
●海辺や大きな河川の周辺にいる時は、
真っ先に避難を。
●津波注意報・警報を確認する。
●津波警報発令中は高台やビルなどの頑
丈な建物に避難し、絶対に低地に戻ら
ない。

●テレビやラジオなどで放送されるほか、
　携帯端末などへ発信されます。
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岡山県には崩れやすい性質をもつマサ土が広く分布し、
台風等の豪雨により、たびたび土砂災害が発生していま

す。平成16年10月の台風第23号では玉
野市、平成21年8月の台風第9号では美
作市において、大規模な土砂災害が発生
しました。土砂災害警戒区域等では、特に
土砂災害のリスクが高く警戒が必要です。

山間部や山のふもとに住んでいる方は注意！

岡山県の土砂災害

台風の接近時には、沿岸部では高潮への警戒が必要で
す。平成１６年８月の台風第１６号では大潮期間の満潮と
重なり、宇野港で観測開始以来最も高い潮位（255㎝）
を観測し、沿岸部で甚大な被害が発生しました。

海岸沿いや県南の低平地に住んでいる方は注意！

岡山県の高潮被害

岡山平野の多くは、洪水で上流から運ばれた土砂
が堆積してできた低平地や干拓地からなり、ゼロ
メートル地帯が広く分布しており、河川が氾濫す
ると大きな被害につながります。ゼロメートル地
帯以外の低平地でも、浸水被害は発生する可能
性があるので注意が必要です。

河川沿いや県南の低平地に住んでいる方は注意！

岡山県の浸水被害

岡山県でも
たくさんの
被害が
出ています

平成30年7月豪雨
記録的な大雨により、堤防の決壊や越水、内水氾濫に
よる浸水、土砂災害が発生し、倉敷市をはじめ、県内
各地で甚大な被害が発生しました。
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危険箇所や
避難所の確認

日頃から各市町村のハザードマッ
プで周辺の危険箇所や避難所を
確認しておきましょう。
また、備蓄もしておきましょう。

非常持出品
の用意

停電・断水や避難に備えて、早め
に非常持出品の用意をしておき
ましょう。

最新情報を
随時確認

主な防災気象情報

テレビ、ラジオ、インターネット、防災
アプリ、防災情報メール等で常に最
新情報を確認しましょう。

＜警報・注意報＞
●注意報…災害が起こるおそれがあるとき
●警報…重大な災害が起こるおそれがあるとき
●特別警報…数十年に一度の豪雨や大津波等が予想
され、重大な災害の危険性が著しく高まっているとき

＜土砂災害警戒情報＞
大雨警報が発表され、土砂災害の危険度が高まった場
合に、気象台が都道府県と共同で発表します。

＜記録的短時間大雨情報＞
現在の降雨がその地域にとって災害の発生につな
がるような、数年に一度程度しか観測しない雨量
であることを知らせるために発表されるものです。

＜顕著な大雨に関する気象情報＞
非常に激しい雨が同じ場所で降り続いている状況
を「線状降水帯」というキーワードを使って解説す
る情報です。

住まいへ
の備え

台風・風水害に備えて、早め
に住まいやその周辺の整備・
点検をしましょう。

避難情報が出たら
すぐに行動

避難情報が出たら、速やかに行動！
「まだ大丈夫」と判断せずすぐに避
難をしてください。
万一避難する余裕がない場合は、
屋内安全確保を。

「自分だけは大丈夫」と
安易に判断しない！
早め早めの避難を！

早め早めの行動が命を守る。
テレビ、ラジオ、気象庁のホームページなどで最新の防災気象情報を収集するように心掛け、
時間を追って段階的に発表される「注意報」や「警報」、「避難情報」や「警戒レベル」を活用して、
早め早めの安全確保行動をとるようにしましょう。
避難情報が出たり、危ないと感じたりした時は、直ちに避難しましょう。
いざという時のために、日頃からハザードマップにより災害リスクを確認し、
災害時に「いつ」「何をするのか」を時系列に整理しておきましょう。

屋内安全確保
災害から身の安全を確保するた
めに最も望ましい方法は、災害リ
スクのある区域からの立ち退き
避難ですが、ハザードマップ等で
自ら自宅・施設等の浸水想定等
を確認し、上階への移動や高層階
に留まることなどにより、身の安
全を確保することが可能な場合
は、屋内のより安全な場所に避難
しましょう。

※P.15参照
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武力攻撃やテロなどが迫り又は発生した地域には、
市町村の防災行政無線や緊急速報メール等により注意を呼びかけます。
こうした事態に遭遇した場合には、正しい情報を把握し、冷静に行動することが大切です。
いざという時のために、日頃からどのように対応したらよいのか心得ておきましょう。

正しい情報を把握し、冷静な行動を

爆発が起こったら
●とっさに姿勢を低くし、身の安全を守
りましょう。
●周囲で物が落下している場合には、落
下が止まるまで、頑丈なテーブルなど
の下に身を隠しましょう。

●その後、爆発が起こった建物などから
できる限り速やかに離れましょう。
●警察や消防の指示に従って、落ち着い
て行動しましょう。
●ラジオやテレビなどを通じて、行政機
関からの情報収集に努めましょう。

火災が発生したら
●できる限り低い姿勢をとり、急いで建
物から出ましょう。

●口と鼻をハンカチなどで覆いましょ
う。

閉じ込められたら
●明るくするためにライターなどで火を
つけないようにしましょう。

●動き回って粉じんをかき立てないよう
にしましょう。口と鼻をハンカチなど
で覆いましょう。
●自分の居場所をまわりに知らせるため
に、配管などを叩きましょう。
●粉じんなどを吸い込む可能性があるの
で、大声を上げるのは最後の手段とし
ましょう。

テロ攻撃からの避難
●突発的に被害が発生することも考えら
れるため、攻撃当初は一旦屋内に避難
し、その後、状況に応じ行政からの指
示に従って適切に避難しましょう。

ミサイル攻撃からの避難
●屋外にいる場合は、近くの堅ろうな建
物の中や地下街などに避難しましょ
う。
●建物がない場合は、物陰に身を隠す
か、地面に伏せて頭部を守りましょ
う。
●屋内にいる場合は、窓から離れるか、
窓のない部屋に移動しましょう。

化学剤や生物剤攻撃からの避難
●口と鼻をハンカチで覆いながら、現場
から直ちに離れ、密閉性の高い部屋又
は風上の高台などに避難しましょう。
●屋内では、窓を閉め、目張りをして室
内を密閉し、できるだけ窓のない中央
の部屋に移動しましょう。
●２階建て以上の建物であれば、なるべ
く上の階へ避難しましょう。
●汚染された服、時計、コンタクトレンズ
などは速やかに処分し、水と石けんで
手、顔、体をよく洗いましょう。

核爆発や放射能汚染からの避難
●すぐに遮へい物の陰に身を隠しましょ
う。近隣に建物があればその中へ避難
しましょう。
●周辺に地下施設があれば地下へ移動し
ましょう。
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事前にハザードマップで
自宅や職場周辺の
災害リスクを把握しましょう。

自分の命を
守るのは自分
であるという
認識を！

非常持出袋は
背負って走れる
ぐらいの重さに
しよう。

ハザードマップで色が塗られていないところでも、周りと比べて低い土地や崖の
そばなどにお住まいの場合は、市町村からの避難情報を参考に、必要に応じて避
難しましょう。

浸水の危険があるところでも、マンションの上階など浸水する深さよりも高いと
ころに住んでいて、周囲が浸水しても水がひくまで我慢でき、水・食料などの備え
が十分にある場合は、自宅に留まり安全を確保する「屋内安全確保」も可能です。

安全な場所に身を寄せられる親戚や知人がいる場合は、
避難所だけではなく親戚・知人宅への避難も検討しましょう。
また、ホテルや旅館も避難先の一つとして検討しておきましょう。

自分又は一緒に避難する人が
避難に時間がかかる場合は、警戒レベル３が
出たら速やかに避難しましょう。

避難情報が出たら、早めに安全な場所へ「立ち退き避難」することが原則ですが、ハザードマップ
等で自ら自宅・施設等の浸水想定等を確認し、上階への移動や高層階に留まること等により、身の
安全を確保することが可能な場合があります。この行動が「屋内安全確保」です。
また、危険な状況の中での避難はできるだけ避け、安全の確保を第一に考えます。
危険が切迫している場合は、命を守るために最善の行動をとってください。

立ち退き避難、屋内安全確保と緊急安全確保

例えば 立ち退き避難が難しい場合

事前に決めた
避難先への移動

「屋内安全確保」を行うためには、少なくとも以下の条
件が満たされている必要があります。
●自宅・施設等がある場所が、家屋の倒壊・流失をも
たらすような激しい氾濫の発生が想定される区域
でないこと
●自宅・施設等に浸水しない居室があること

●自宅・施設等が一定期間浸水しても、
水・食料等の備蓄があり、電気・ガス・水
道・トイレ等が使用できなくなっても耐
えられること

立ち退き避難を行う必要がある場合に、適切なタイミ
ングで避難をしなかった又は急激に災害が切迫して避
難することができなかった場合など、立ち退き避難を
安全にできない可能性がある状況になってしまった場
合に、命の危険から身の安全を可能な限り確保するた
め、より安全である場所へただちに移動することを「緊
急安全確保」と言います。ただし、この行動は次善の行
動であり、身の安全を確保できるとは限りませんので
注意する必要があります。

ヘルメットや防災ずき
んをかぶる：頭を落下
物などから守る

手袋（軍手など）を着用
する：ガラスの破片など
による手のけがを防ぐ

靴は底が厚くて丈夫な、履きなれたものを：ガラスの
破片などによる足のけがを防ぐ、靴擦れを防ぐ
長靴は厳禁：水が入って重くなり、動きづらくなる可能
性がある

マスクの着用
非常持出品はリュック
に入れて背負う：両手
が使えるようにする
（非常持出品について
はP17を参照）

服装は長袖、長ズボン
を着用する：材質は燃
えにくい木綿などのも
のを

子どもにも子ども
用の非常持出袋を
用意する

子どもには迷子札を

避難所は
みんなで協力して
運営しましょう

食料の配布やトイレ掃除など、やることは
たくさんあります。みんなで協力して共同
生活をしましょう。清潔を心掛けましょう。

避難所内では
お互いに
譲り合いましょう

慣れない避難所での生活は大変ですが、
そんな時だからこそ譲り合いの気持ちを持
ちましょう。

避難所では
要配慮者への
配慮を

要配慮者（高齢者、障害のある人など）の
特性に合わせ、別に避難スペースを設ける
などの配慮を行いましょう。

避難所では
感染症予防の
徹底を

避難所では、マスクの着用、手洗い、咳エ
チケットなどの基本的な対策や、定期的な
換気、十分なスペースの確保などの感染
症予防を徹底しましょう。

女性や子どもへの配慮

避難所では、多くの人が安心して過ごすこ
とができるよう、女性や子どもに配慮した
生活環境を考えましょう。

＜支援者の方へ＞
むやみに物資を送らない
ようにしましょう

個人からの支援物資の受入は非常に手間
がかかり、被災地に負担をかけます。義援
金を送るなどの対応を考えましょう。

事前にハザードマップで
自宅や職場周辺の
災害リスクを把握しましょう。

自分の命を
守るのは自分
であるという
認識を！

非常持出袋は
背負って走れる
ぐらいの重さに
しよう。
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すぐに
持ち出せる
玄関などに
保管しよう！

必要な電話番号は紙に
携帯電話などに記録している電話番
号は電池が切れるとわからなくなりま
す。紙に書いて持っておきましょう。

避難時に子どもとはぐれてしまった場合
に備えて子ども用の非常持出袋を準備し
ましょう。
●保護者の連絡先を書いたメモ
●家族の写真
●親子手帳のコピーやアレルギーなどの
記録
●最低限の非常食と水
●ホイッスル
●ライト　など

避難所で２～３日間過ごす時に必要な備蓄品
非常持出品は、災害の危険が迫り自宅から避難するとき最初に持ち出すものです。
非常持出袋などにまとめ、すぐに持ち出せる場所に用意しておきましょう。
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非常持出袋などにまとめ、すぐに持ち出せる場所に用意しておきましょう。



自宅で７日間過ごす時に必要な備蓄品

水・食料は…
非常食は最低でも３日分、できれば７日分を備蓄

大災害発生時、支援物資がすぐに届くとは限りません。コンビニなどのお店にも人が殺到し、商品がすぐなくなる可能性もあります。
電気、水道、ガスといったライフラインは、大災害発生直後は停止し、利用できなくなることを覚悟しておきましょう。

大規模災害の場合、ライフラインや物流が復旧するまで
長期に及ぶことが考えられるため調理に手間がかからないものを
各自で十分に用意しておきましょう。賞味期限にも注意を！！

家族みんなで
考え、準備し、
チェックしよう！

自宅で７日間過ごす時に必要な備蓄品
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各自で十分に用意しておきましょう。賞味期限にも注意を！！

家族みんなで
考え、準備し、
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家族みんなに必要なものと
家族一人一人に必要なものを選びましょう。

長期保存できるペットボトルが便利で
す。

調理しなくても食べられる食料を備蓄
しましょう。

水道が止まると水洗トイレが使えませ
ん。凝固剤を用意しておけば廃棄も楽
です。

必ず備蓄しておきたいもの

家族みんなに必要なものと
家族一人一人に必要なものを選びましょう。

長期保存できるペットボトルが便利で
す。

調理しなくても食べられる食料を備蓄
しましょう。

水道が止まると水洗トイレが使えませ
ん。凝固剤を用意しておけば廃棄も楽
です。

必ず備蓄しておきたいもの



一人一人必要な物が異なります。
各家庭の実情に合わせたものを備えましょう。普段から少し多めに食料や加工品を買っておき、使ったら使った分だけ新しく買い足していくことで、

常に一定量の食料を家に備蓄しておく方法をローリングストック法と言います。
食料などを一定量に保ちながら、消費と購入を繰り返すことで、備蓄品の鮮度を保ち、
いざという時にも日常生活に近い食生活を送ることができます。

災害食の備蓄はローリングストックで！

●備蓄しやすい
普段の生活で使うものを少し多めに購入し、使用する
ので無理なく始められる。
●保管場所を忘れない
普段の生活で使うものなので、保管場所を忘れない。
●賞味期限を過ぎることが少ない
普段の生活で使うものなので、賞味期限を過ぎること
が少ない。（賞味期限に注意しましょう。）
●災害発生時でも、平時に近い生活が送れる
普段の生活で使うものなので、災害発生時でも普段と
同じ食べ物、同じ日用品を使うことができる。

日常生活で
消費しながら
備蓄することが
ポイント！

ローリングストックのメリット

＜食料＞
水・米・缶詰（サバ缶、サンマ缶、ツナ缶、フルー
ツ缶など）・インスタント麺・レトルト食品（カレ
ー、おかゆなど）・栄養食品・甘い物（ようかんな
ど）・野菜・果物（冷凍保存、ドライフルーツなど）
＜日用品＞
トイレットペーパー・ティッシュ・ラップ・キッチン
ペーパー・ウエットティッシュ・洗顔料・歯ブラシ・
ボディシート・生理用品など

ローリングストックしやすい
備蓄品（例）
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ガラス飛散防止
フィルムを貼り
ましょう。

L字金具などで
固定しましょう。

転倒防止ベルトなどを
使ってしっかりと固定し
ましょう。

留め金を付けま
しょう。

家具類は壁に
しっかりと
固定しましょう

台は壁や床に固定し、電
子レンジなどはストラッ
プなどで固定しましょう。

キャスター下皿を
置きましょう。

家具類固定の注意点
●家具類の固定に最も適して
いる箇所は壁です。

●壁の中に入っている角材「間
柱、胴縁」に取り付けましょう。

滑り止めシート
を敷きましょう。

ガラス飛散防止
フィルムを貼り
ましょう。

L字金具などで
固定しましょう。

転倒防止ベルトなどを
使ってしっかりと固定し
ましょう。

留め金を付けま
しょう。

家具類は壁に
しっかりと
固定しましょう

台は壁や床に固定し、電
子レンジなどはストラッ
プなどで固定しましょう。

キャスター下皿を
置きましょう。

家具類固定の注意点
●家具類の固定に最も適して
いる箇所は壁です。

●壁の中に入っている角材「間
柱、胴縁」に取り付けましょう。

滑り止めシート
を敷きましょう。



つり下げ式のものは、ワイ
ヤーなどで補強しましょう。
天井に直接取り付けるタイ
プが安全です。

ロープなどで壁に
固定しましょう。

粘着マットなどの滑り
止めを付けましょう。

滑り止めシールを
貼りましょう。

ベルトなどで壁に固
定しましょう。

ベルトなどを取り付け
て、本が飛び出さない
ようにしましょう。

つり下げ式のものは、ワイ
ヤーなどで補強しましょう。
天井に直接取り付けるタイ
プが安全です。

ロープなどで壁に
固定しましょう。

粘着マットなどの滑り
止めを付けましょう。

滑り止めシールを
貼りましょう。

ベルトなどで壁に固
定しましょう。

ベルトなどを取り付け
て、本が飛び出さない
ようにしましょう。



災害の発生に備え、各自の役割分担や連絡方法、避難方法などをあらかじめ話し合っておきましょう。
災害はいつ襲ってくるかわかりません。

各自の役割分担を
決める

家の安全確認、備蓄品や非常持出品の確
認を行うなど、家族の役割を決めて備えて
おきましょう。

連絡方法を
決める

災害伝言ダイヤルの使い方を練習してお
きましょう。電話が不通になる場合に備え
て安否確認の方法は複数用意しましょう。

避難する時
近所のだれに
声をかけるか決める

近所の人と話し合っておき、避難時に隣近
所ではだれと一緒に避難をするか決めて
おきましょう。

避難場所を
決める

ハザードマップを確認して、あらかじめ避
難場所を決めておけば、家族と再会できる
可能性が高くなります。避難先としては、
避難所だけではなく、安全な親戚・知人宅
などへの避難も検討しましょう。

部屋が複数ある場合は、人の出入りが少ない部屋に家
具をまとめて置きましょう。

地震が発生した時に、家具の下敷きにならないように倒
れてくるような家具類は置かないようにしましょう。

万一、地震で家具が倒れても逃げ道を塞がないような
配置にしましょう。家具類の固定をしましょう。

食器棚や額縁などのガラスにも飛散防止
フィルムを貼りましょう。

安全に避難できるよう、玄関など出入り口までの通路に
倒れやすい家具類や物を置かないようにしましょう。

家族で決めた防災ルールは
冷蔵庫などいつでも見られる
ところに貼っておこう！

●災害発生時、被災地エリア間の電話はつながりにくくなります。そんな時でも、被災地
エリア外の電話は比較的つながりやすくなっています。
●遠方の親戚や知人に連絡を取ることを決めておけば、安否確認に役立ちます。
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きましょう。電話が不通になる場合に備え
て安否確認の方法は複数用意しましょう。

避難する時
近所のだれに
声をかけるか決める

近所の人と話し合っておき、避難時に隣近
所ではだれと一緒に避難をするか決めて
おきましょう。

避難場所を
決める

ハザードマップを確認して、あらかじめ避
難場所を決めておけば、家族と再会できる
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避難所だけではなく、安全な親戚・知人宅
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具をまとめて置きましょう。

地震が発生した時に、家具の下敷きにならないように倒
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安否確認の方法



今後30年以内に、マグニチュード８～９クラスの規模の南海トラフ地震が、80％程度の確率で発生すると言
われています。
県は、国が検討したマグニチュード９クラスの南海トラフ地震の発生モデルケースを基に、県内の震度が最大
になる条件で被害想定を行いました。（平成25年７月公表）
岡山市・倉敷市・笠岡市で最大震度６強、他の地域でも県南部を中心に広い範囲で震度５強以上の強い揺れ
が想定されています。

県内に被害をもたらす地震は、南海トラフ地震だけではありません。南海トラフ地震で強い揺れが見込まれなかった県北
部地域などでも、大きな被害をもたらす可能性がある断層型地震のリスクがあります。（熊本地震も発生確率が低いと認
識されていました。）
岡山県では、県周辺の活断層を震源とする地震のうち、県内で震度６弱以上の強い揺れが発生し、大きな被害が生じる
おそれのある７つの地震について、被害想定を行っています。（平成26年５月公表）
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液状化とは、地震の揺れによって水を含む土が泥水化する現象です。埋立地や河口など水分を多く含んだ砂質の地盤で
発生する現象で、砂が噴き出したり、地盤沈下や陥没が起きたりして、住宅や水道管、道路、堤防・護岸に大きな被害をも
たらします。
液状化危険度の高い場所は、古くから多くの干拓や埋立事業が行われてきた県南海岸付近の地域に広く
分布していますが、県北や内陸部でも昔の河道付近や盛土の造成地などの地域では、液状化被害に注意が
必要です。

・戸締まりや火の始末などを落ち着いて行い、安全な経路で速やかに避難することが大切です。
・岡山を襲う地震は南海トラフ地震だけとは限りません。海辺や河口付近で地震が起きた場合

は、ただちに離れ、気象庁の津波警報、注意報を確認して適切に行動しましょう。
・津波は何度も襲来し、第１波が最大とは限りません。津波警報・注意報が解除されるま
では戻らないようにしましょう。
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液状化とは、地震の揺れによって水を含む土が泥水化する現象です。埋立地や河口など水分を多く含んだ砂質の地盤で
発生する現象で、砂が噴き出したり、地盤沈下や陥没が起きたりして、住宅や水道管、道路、堤防・護岸に大きな被害をも
たらします。
液状化危険度の高い場所は、古くから多くの干拓や埋立事業が行われてきた県南海岸付近の地域に広く
分布していますが、県北や内陸部でも昔の河道付近や盛土の造成地などの地域では、液状化被害に注意が
必要です。

・戸締まりや火の始末などを落ち着いて行い、安全な経路で速やかに避難することが大切です。
・岡山を襲う地震は南海トラフ地震だけとは限りません。海辺や河口付近で地震が起きた場合

は、ただちに離れ、気象庁の津波警報、注意報を確認して適切に行動しましょう。
・津波は何度も襲来し、第１波が最大とは限りません。津波警報・注意報が解除されるま
では戻らないようにしましょう。

避難する際の注意



市町村は、災害が発生する危険が高まった場合に、
区域と対象者を示して避難情報等を発令します。
市町村から発令される避難情報には、以下のものがあります。

災害発生の危険度を直感的に理解し
避難行動がとれるように、
市町村が発令する避難情報や、
気象台が発表する防災気象情報等の防災情報は
５段階の「警戒レベル」を用いて伝えられます。

災害発生！
命を守る
行動を！

「警戒レベル４」で
危険な場所から
全員避難しよう！
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災害への備えとして、日頃からテレビ（ケーブルテレビ）、
ラジオ（コミュニティFM）といった媒体のほか、
「おかやま防災ポータルサイト」や「スマートフォンアプリ」、市町村の「防災情報メール」に
登録・確認するなど、いざというときに多様な媒体を活用して、
情報を取得できるよう、十分な備えをしましょう。

災害時には、いち早く正確な情報を得ることが重要です。

防災速報
アプリを積極的
に活用しよう！

アプリをインストール
（スマートフォンをお使いの方）

・iPhone版／AppStoreで「ヤフー防災」で検索
・Android版／Googleplayで「ヤフー防災」で検索

ホーム画面の
防災速報のアイコン
をタップ

アプリを起動すると、初期設定が開始されます。

初期設定を始める

「プッシュ通知でお知らせ」画面で「次へ」をタップし
ます。次に表示される画面で「許可」をタップします。

現在地連動通知機能
を設定する

この機能を利用する場合「この機能を使う」をタップ
します。次に表示される画面で「許可」をタップしま
す。

通知を受け取る地域
を設定する

「地域を設定する」をタップします。通知を受け取る地
域を選びます。

設定の完了

初期設定の完了。
「始める」をタップします。

災害への備えとして、日頃からテレビ（ケーブルテレビ）、
ラジオ（コミュニティFM）といった媒体のほか、
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診断や補強を行う際に補助金が支給される場合があります！
市町村補助窓口まで問い合わせください。

台風や暴風雨などにより発生する洪水、高潮、土砂崩れ。これらの災害による住宅被害の多くは、
火災保険に水災補償をつけておくことで補償されます。最近では、突然の水量増加に行き場を失
った下水などが溢れる被害も増えており、多くの方が水災の危険と隣りあわせに暮らしていると
いっても過言ではありません。
火災保険のオプションとして水災補償をつけることを検討しましょう。

水災の保険について

診断や補強を行う際に補助金が支給される場合があります！
市町村補助窓口まで問い合わせください。
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火災保険に水災補償をつけておくことで補償されます。最近では、突然の水量増加に行き場を失
った下水などが溢れる被害も増えており、多くの方が水災の危険と隣りあわせに暮らしていると
いっても過言ではありません。
火災保険のオプションとして水災補償をつけることを検討しましょう。

水災の保険について



自主防災組織とは、地域住民が自主的な防災活動を行う組織です。
平時には、防災知識の普及啓発、防災訓練や地域の防災安全点検の実施、防災資機材の備蓄・点検といった活動に取り
組みます。
また災害時には、初期消火、住民の避難誘導、負傷者の救出・救護、避難所の運営などを実施します。

自主防災組織は、地域住民が組織の結成に合意し、規約、
組織、活動内容を定め立ち上げます。
立ち上げにあたっては、今後の活動を行っていく上で、市町
村との連携が重要となってくることから、市町村の担当者に
事前に相談しましょう。
なお、自主防災組織は地域の防災活動を効果的に行える規
模が望ましいことから、多くの組織は町内会や小学校区を

単位として結成されています。

会長、副会長、各班長などの役員
の人選を行います。
その際、女性の意見を尊重する
観点から、女性を積極的に選び
ましょう。

自主防災組織の活動を行うためには、規約を定めることが必要です。
規約には以下の点を記載します。
○組織の名称、目的、活動拠点、活動範囲
○事業
○会員
○設置する役員、選任方法、任期
○会費その他経理に関すること

年間の活動計画を立てることが必要です。
また、予算の執行計画も併せて作成します。
難しく考えず、まずはできることや皆さんが参加しやすいことから始めてみましょう。
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地域における日常の防災活動とし
ては、学習会の開催、広報誌の発
行、防災マップの作成、危険箇所の
点検、資機材の整備・点検などがあ
ります。

地域で声をかけあって、家庭内の
安全対策を進めることも重要です。
家庭内の転倒防止器具の設置、消
火器の設置、非常持出袋の用意な
どを地域全体で進めましょう。

地域の防災意識の向上は、非常に
重要な取組です。地域ぐるみでの
話し合いはもちろん、県や市町村
が開催する研修会等へ積極的に参
加しましょう。

災害避難カードは、災害時にとるべき避難行動や緊急連絡
先等を記載したもので、一人ひとりの行動指針となります。
避難すべき場所や緊急連絡先等を平時から十分に認識して
おくため、あなたの町内会や自主防災組織でも災害避難
カードを作成し、災害時に慌てることなく、あらかじめ定めた
避難行動をとれるよう、備えておきましょう。
町内会等の中で話し合いながら、地域の実情に合ったやり
方で作成してください。

●載せておきたいこと（例）
・氏名・住所・年齢・性別・血液型・アレルギー情報、患っている病気、必要な薬
・緊急連絡先（最低２か所）・避難所（家族の集合場所）・配慮が必要なこと

災害は、突然起こります。いざというときにしっかりと対応できるよう、平常時からさまざまな準備をしておくことが大切です。 災害時に効果的に活動をするには、日ごろからの防災訓練が欠かせません。
行政や地域の学校、事業者などとの連携を図り、市町村や消防などの協力を得て、
さまざまな事態を想定した消火や避難誘導、応急処置などの訓練を計画的に実施し、
実践的な災害対応力を養いましょう。

災害避難カードの作成

消火器、濡れた布や毛布、バケツリレーによ
る消火訓練など、住民が実際に参加し、協
力し合えるような訓練を行います。

初期消火訓練

消防署や日本赤十字社などの指導のもと、
負傷者への応急手当の方法、ＡＥＤの使用
方法などを学びます。また、倒壊した家屋
からの救出を想定した圧迫物の除去、負傷
者の搬送訓練を行います。

救護・救出訓練
市町村が作成した避難所運営マニュアル
を活用し、避難所の開設、運営訓練を行い
ます。主な訓練項目は、避難者の受付や配
置、避難所運営委員会の開催、情報の収集
などです。

避難所運営訓練

防災マップなどを用い、あらゆる被災状況を
想定して実行します。災害の種類・規模、被
害状況、地域の特性などにより、避難誘導の
方法が違います。また、要配慮者の支援な
ど、状況に即した誘導の検討も必要です。

避難誘導訓練
安否確認、被災状況の情報収集や伝達、生
活関連情報の収集と周知を行います。事前
にどのような情報を収集し、どのように伝
達するかを整理しておきます。

情報収集訓練

電気・ガス・水道が止まり、水や食料の供給
が困難な事態を想定して行います。炊き出
しで大人数の食事を効率的に作る工夫や、
衛生面の配慮も必要です。

給食・給水訓練
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る消火訓練など、住民が実際に参加し、協
力し合えるような訓練を行います。
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想定して実行します。災害の種類・規模、被
害状況、地域の特性などにより、避難誘導の
方法が違います。また、要配慮者の支援な
ど、状況に即した誘導の検討も必要です。

避難誘導訓練
安否確認、被災状況の情報収集や伝達、生
活関連情報の収集と周知を行います。事前
にどのような情報を収集し、どのように伝
達するかを整理しておきます。

情報収集訓練
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が困難な事態を想定して行います。炊き出
しで大人数の食事を効率的に作る工夫や、
衛生面の配慮も必要です。
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阪神・淡路大震災では、日ごろの住民同士の付き
合いが深く、地域活動が活発な地域ほど効果的な
応急活動ができていたようです。対照的に、住民
の結束が弱く地域活動が活発でなかった地域で
は、自主防災活動がなされないまま、被害が拡大
したところもありました。

応急時には、日ごろの訓練などで得た知識や経験
をもとに、あらゆる事態に早急に対処が必要です。
そのため、いち早く組織の活動拠点を確保し、役
員が常駐する体制を確立します。

避難誘導時は、複数の避難経路か
ら、いまどこが安全で、どこが危険
なのかを把握し、最も安全なルート
を選択します。

避難所は被災者を中心に運営します。み
んなで協力し合い、１日も早く以前の生活
に戻ることを目指しましょう。行政は避難
所運営の支援を行います。

避難者はお客様ではありません

女性や子どもに配慮することで、多くの人
が安心して過ごすことができる環境が維
持できます。

女性や子どもの視点から避難所を考えましょう

高齢者・障がい者・難病患者・傷病者等
の体調が悪くならないように、スペースの
確保や避難者全員で見守る体制づくりが
重要です。

避難者の中には配慮が必要な人がいます

避難者は避難所にいる人だけではありま
せん。車中・テント生活者等、避難所以外の
場所に滞在する人にも支援が必要です。

避難者は避難所の外にもいます

ライフラインの途絶や集団生活といった条
件の避難所では、感染症、食中毒等のリス
クが高まります。このため、トイレの衛生対
策をはじめ、うがい、手洗いの励行など、発
災直後から衛生管理に徹底して取り組む
必要があります。

健康維持は衛生への配慮から

被災により自宅等で生活ができなくなった場合や、避難情報等により避難を余儀なくされた場合は、市町村が開設した
避難所で妊産婦や乳幼児、高齢者、障がい者など、様々な立場の方と助け合いながら、一定期間、共同生活を送らなけれ
ばなりません。しかも、避難所となる体育館等は、住居としての機能が不十分なため、生活環境の確保や健康への配慮な
ど、普段の生活とは異なる様々な課題への対処も必要になります。
また、近年の大規模な地震災害の教訓から、行政主体の避難所運営は難しいことが明らかとなっており、避難所の良好
な生活環境確保の観点からも、避難者自らによる主体的な運営が求められています。
このため、行政と住民が連携して避難所運営訓練を行うなど、災害時に避難所を円滑に運営するための体制整備を進め
ておくことが重要です。
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